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はじめに
　参加のきっかけは４月より新たに専門学校に就任するため２科目の科目履修を義務付けられたことでした。選ん
だ科目は「哲学」と ｢心理学 ｣。受講の前にはどちらも難しそうで、この年になった私にはついていけるのだろう
か？という迷いが正直な気持ちでした。遥か昔、４０余年も前になってしまった学生時代を思い起こすとプラトン、
ソクラテスなどの名前が浮かんだとたん哲学は難しかったという思いが先にたった訳です。しかし申込期限や選べ
る科目の関係で、長岡大学での「哲学」｢心理学 ｣の履修が就任条件を左右する貴重なものとなり決意への後押し
となりました。
　科目等履修生としての受講は私にとって幾つもの意義を発見し、また様々な思いを馳せることに繋がっていきま
した。還暦を過ぎて大学にて学ぶことのできた喜びを胸に秘めながら、貴重な機会を得させていただいた１年間を
ふりかえり、その気づきと思いを述べようと思います。
１．専門性の高い、アカデミックな環境でクリエイティブに
　大学の教室に通い始めて気づいたことは、先ず、社会人が学ぼうと思えば大学には素晴らしいしい環境があるこ
とです。
　講演会や研修会でもない。専門性の高いアカデミックな環境で継続的に受講でき、しかも先生のお話と声に直接
耳と心を傾け、お人柄にまでふれながら受けることができるわけです。受講しながら自分の中で専門性を少しでも
高めていけること、そして若い学生さんたちとの時間はとても新鮮であり、クリエイティブでした。
　哲学とは何か？をわかりやすく学び、人間の生活と生き方の中に流れる人々の考え方の多様性を垣間見たように
思います。続いて後期では宗教の歴史でしたが、人間や社会つくりの規範になっている哲学との座標軸として「哲
学」を学ぶ意義を再認識しました。
　受講している間には、偶然にも夫の実家にあった８２年前のお仏壇を我が家にお迎えすることになりましたが、日
本の宗教と日本人や社会の関係性などを詳しく学ぶ機会を得、お蔭様であらためてお仏壇への認識も深めることが
でき、今後の私の課題も広がりました。また前代と現代の法隆寺の住職様は親子ですが、我が家の親戚出身のお方
であり、久しぶりに秋には日本最古の寺といわれる法隆寺を訪れることもできました。
　心理学とは何か？をたくさん実感できた中でも、私にとっては心理学と昔話の関係性が新鮮で且つ驚きでした。
人間として意識・認識や人間の心を育てる原点として昔話は貴重な存在であったのです。特に人の声で、しかも原
文で語られることの大切さも学びました。今は亡き叔父が、幼少期に寝る前になると布団の中で「とんとあったて
んがの」～「いきがぽーんとさけた」といってよく語ってくれたものです。
　水沢謙一先生との出会いの中では最年少の語り部として載せられており、叔父の語るオリジナルは「雪国の夜語
り」として出版されました。昼は働き、夜は子供たちのそばで夜なべをしながら母親が語ってくれた昔話が叔父の
中にそのまま残っていたものです。余生は各地に語り部として回っておりました。「雪国の夜語り」の語りの声は
CDとして残されることになりましたが、残念ながら出来上がった CDが届くという日に叔父はそれを待てずに息
が途絶えてしまいました。葬儀の日、CDによる叔父の語り声を流しながらお見送りしました。
　後期の心理学では、幼少期、子供たちの心の成長過程に大切で必要な昔話の存在をあらためて確認し、また河合
隼雄氏の「心理学療法と昔話」などにふれながら、今時の幼児教育の原点として昔話の役割を伝え、昔のような語
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り部や親子で聞く機会が復活できたらいいのにという思いに駆られてしまいました。そしていつも語ってくれた叔
父への感謝とその存在をうれしく思い出しました。
　講義の時間にはもちろん制限のある中で、先生からは更に深めるための参考資料や著書や著者の情報をたくさん
提供していただきました。授業のアフターへと機会を広げていけたらどんなに充実するだろうとこれからの自分に
期待を託しました。街中で私も先生のお話に出てきた著書を見つけた時にはとてもうれしくすぐ手にとって読んで
みました。感動でした。
２．単位・履修は自由であったが充実する
　大学に行って勉強するなんて、講義も試験も難しそうと諦めてしまう場合もあるかもしれません。しかし単位や
履修は自由に選べるので気持ちがとても楽でした。
　私の場合、前期は単位取得が必須で後期は自由な選択でしたが、せっかくの機会でしたので、試験にも挑戦して
みました。でも授業は、試験を受けることだけを先行とせず、どんな内容やお話が展開するのかその都度楽しみに
登校させていただきました。
　私にとっては日常生活の合間を活用しての受講、やりくりをして得た時間は貴重なひと時でした。試験に合格す
るというよりも、せっかくの学びの内容をもう一度自分の中で確実なものにしておきたい、そんな思いで図書館に
もぐり、誰にも制約されない環境でノートや資料を初めから見直しました。もちろん多くはとれない時間でしたが
こんなに集中して自分自身の勉強のために費やしたひと時も新鮮で忘れられない思い出であり、齢を重ねて再びこ
のような時間とゆとりを持てる喜びを噛み締めたものです。
３．齢を重ねたからこその醍醐味
　授業は歴史的な事実もたっぷり盛り込まれ乍ら博学的に展開され、齢を重ねた分だけ実感としてお聞きすること
がらも多く、社会人受講生としての醍醐味でもありました。
　授業の中で「還暦」は生まれてから６０年のひとまわりを意味するとお聞きしました。
　還暦を迎えた時には多少なり一抹の寂しさと戸惑いを隠しきれなかったこともあります。
　しかし何十年ぶりかで時間的には自由・奔放なひと時でしたので、水を得た魚の様に週２回を大学での科目履修、
他にも土 ･日を利用して教育学をはじめ幾つかの専門的な科目を受講でき、あらためて学生の立場を体験する１年
間を自分のものにすることができました。
　選択には偶然性もあったのですが、人の生き方や考え方を探求する「哲学」や人格つくりや性格についての研究
成果に目を開かせていただいた「心理学」との出会いは、自分なりに一生懸命生きて立ち向かってきた６０年間を客
観的に振り返る機会となりました。また還暦の意味合いが人生の一区切りが終わったのではなく、時間的、社会的、
人間的にも６０年間の一回りという体験を踏まえたゆとりとなって、包含的に新たな始まりへのチャンスであること
を再確認しました。
　最近、「１２０歳まで生きよう」という講演会のテーマを目にしたことがありますが人生２回目の還暦を表現してい
るのでしょうか？自分自身をどのように調整して次のひとまわりを創造していけるのかを楽しみにしたいと思いま
す。
４．おわりに
　哲学や心理学を受講しながら興味深い未知の世界も広がりました。苦手だったこと、実践が伴わずにいたことな
どを発見し、これから探求したいこと、実践したいことなどを映し出す機会にもなりました。こうした時期に科目
履修の機会に出会えたことは本当に宝の山だったと思っています。
　人間的やさしさを秘める定方先生、にこやかに挨拶を交し合った学生さん達、丁寧なご連絡など事あるごとにお
世話になりました駒村さんをはじめすべての皆様に心から感謝申し上げます。
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